
ア
ン
ト
ン
・
くノ

ン
ネ
ク
ツ
ク
と
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学

針
　
　
谷

寛

(*89 ) 7 :/ F :/ "~/;~, :~ ~ ~Trf yifl~~~: 

序

　
今
世
紀
初
頭
の
社
会
主
義
運
動
に
お
い
て
カ
ウ
ッ
キ
ー
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
■
　
　
テ

圏
か
ら
出
発
し
、
や
が
て
評
議
会
共
産
主
義
の
立
場
に
到
達
し

た
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ア
ン
ト
ン
・
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク

（
＞
暮
昌
勺
彗
冨
ぎ
芽
一
八
七
三
－
一
九
六
〇
年
）
の
歩
ん
だ

遺
は
、
社
会
民
主
主
義
の
歴
史
的
分
解
過
程
と
直
接
重
な
り
合
っ

て
い
る
。
そ
し
て
彼
自
身
、
多
く
の
場
合
運
動
の
最
左
翼
の
側
に

あ
っ
て
、
こ
の
分
解
過
程
を
押
し
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
発

展
史
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
転
機
は
そ
の
こ
と
を
あ
ざ
や
か
に
示

し
て
い
る
。

　
彼
は
一
九
〇
二
年
オ
ラ
ン
ダ
の
社
会
民
主
労
働
党
に
入
党
し
、

カ
ウ
ッ
キ
ー
と
の
密
接
な
関
係
の
も
と
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
の

理
論
家
と
し
て
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
修
正
主
義
へ
の
批
判
を
展
開
す

る
。
一
九
〇
三
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
以
後
改
良
主
義
的
指

導
部
と
急
進
派
の
対
立
が
激
化
し
て
党
の
分
裂
に
至
る
と
、
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

「
西
欧
に
お
け
る
左
翼
急
進
派
の
最
初
の
独
立
政
党
」
で
あ
る
オ

ラ
ン
ダ
の
社
会
民
主
党
の
結
成
に
加
わ
る
（
一
九
〇
九
年
）
。
こ

の
間
、
一
九
〇
六
年
以
降
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
招
か
れ
て
ド
イ
ツ
社
会

民
主
党
の
活
動
に
従
事
す
る
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
の
大
衆
ス

ト
ラ
イ
キ
論
争
を
機
に
カ
ウ
ツ
キ
ー
批
判
に
転
じ
、
こ
の
か
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

の
急
進
派
指
導
者
の
理
論
を
「
行
動
な
名
待
機
の
理
論
」
と
断
ず

る
。
第
一
次
大
戦
中
は
、
彼
は
ツ
ィ
ン
メ
ル
ブ
ァ
ル
ト
左
派
に
与

し
、
ロ
シ
ア
革
命
に
際
し
て
は
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
支
持
し
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
と
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
（
レ
ー
テ
）
制
度
を
自
ら
の
原

理
と
す
る
。
一
九
一
八
年
ド
イ
ツ
革
命
が
始
ま
る
と
、
彼
の
属
す
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る
左
翼
急
進
派
は
ス
バ
ル
タ
ク
ス
団
と
合
同
し
て
ド
イ
ツ
共
産
党

を
創
立
す
る
。
し
か
し
、
左
翼
急
進
派
は
第
二
回
党
大
会
で
排
除

さ
れ
、
一
九
二
〇
年
ド
イ
ツ
共
産
主
義
労
働
者
党
を
結
成
す
る
。

労
働
者
ウ
ニ
オ
ン
を
基
礎
に
レ
ー
テ
共
産
主
義
を
指
向
す
る
バ
ン

ネ
ク
ヅ
ク
ら
の
運
動
は
、
こ
の
組
織
分
裂
以
降
、
西
欧
革
命
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

針
を
め
ぐ
っ
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
対
立
を
深
め
て
い
く
。

　
だ
が
、
彼
の
活
動
を
政
治
的
、
組
織
的
に
あ
と
づ
け
分
析
す
る

こ
と
が
こ
の
小
論
の
目
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
の
主
魑
は
、
彼
が

そ
の
理
論
的
歩
み
を
と
お
し
て
社
会
変
革
の
主
体
的
要
因
に
光
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

投
じ
、
マ
ル
ク
ス
主
銭
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
。
行
動
の
理
論
」
、

革
命
的
実
践
の
理
論
と
し
て
展
開
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
に
か
か

わ
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
彼
の
理
論
は
、
第
一
次
大
戦
以
降
ル

カ
ー
チ
と
コ
ル
シ
ュ
が
展
開
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
「
再
生
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

マ
ル
ク
ス
の
思
惟
の
へ
ー
ゲ
ル
的
基
礎
に
立
ち
か
え
ろ
う
と
し
た

西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
パ
ン
ネ
ク
ッ
ク
の

理
論
の
こ
う
し
た
側
面
は
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
の
受
容
と
密
接
に

関
連
し
て
い
た
。
若
き
天
文
学
者
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
が
オ
ラ
ン
ダ
の

杜
会
主
義
運
動
に
身
を
投
じ
た
時
、
彼
の
マ
ル
ク
ス
主
義
観
に
お

い
て
は
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
哲
学
が
決
定
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

例
え
ぱ
一
九
〇
二
年
、
彼
は
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
主
著
『
人
間
の
頭

脳
労
働
の
本
質
』
の
新
版
に
序
文
を
寄
せ
て
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の

哲
学
を
、
「
精
神
の
本
質
」
を
解
明
し
て
マ
ル
ク
ス
理
論
の
「
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

隙
」
を
壕
め
た
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
後
年
、
彼
は
、
マ

ル
ク
ス
の
社
会
理
論
を
「
補
完
」
す
る
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
哲
学
は

プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
闘
争
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
「
実
践
的
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

義
」
を
高
め
て
い
く
と
も
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
哲
学
は
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
の
マ
ル
ク
ス
主
義

に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
魑
で
あ
る
。

　
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
に
と
っ
て
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
が
方
法
的
意
味

を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
－
彼
自
身
の
言
葉
に

従
っ
て
1
指
摘
さ
れ
、
ま
た
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
関
係
が
い
か
な
る
論
理
構
造
に
お
い
て
成
立
し
た
か
は
、

パ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
研
究
と
し
て
も
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
影
響
史
と
し

て
も
、
い
ま
だ
主
題
的
に
分
析
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
で
の
課

題
は
、
第
一
に
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
哲
学
が
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
の
マ

ル
ク
ス
主
義
の
う
ち
に
い
か
な
る
構
造
に
お
い
て
組
み
こ
ま
れ
た

か
を
、
彼
の
理
論
に
即
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、

彼
の
革
命
構
想
の
申
で
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
の
占
め
る
位
置
と
意
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味
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン

と
の
そ
う
し
た
関
係
を
ふ
ま
え
て
、
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
と
西
欧
マ
ル

ク
ス
主
義
と
の
一
定
の
比
較
検
討
を
試
み
る
こ
と
が
第
三
の
課
題

で
あ
る
。
第
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
目
ナ
ル
の
分
解
過
程
で
顕
在
化
し

た
諸
問
題
へ
の
回
答
と
し
て
、
殊
に
自
然
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義

観
の
克
服
の
試
み
と
し
て
、
両
者
の
方
法
的
関
連
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
パ
ン
ネ
ク
ソ
ク
の
思
想
史
的
位
置
を
探
る
一
つ
の
手
が
か

り
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
匡
嘗
叩
呂
竃
矛
＆
司
o
o
ぎ
身
s
§
￥
ミ
茅
§
§
§
軋
ト
ぎ
芽
ぎ
§
・

　
§
§
涼
§
§
e
§
葛
轟
1
；
§
．
N
ミ
9
ξ
ぎ
o
ミ
軸
ミ
茗
～
い
§
ミ
余
㌣

　
き
、
ミ
q
b
（
吻
）
一
軋
ミ
」
』
q
b
ミ
s
軋
～
ミ
§
、
員
買
o
尿
昌
5
ま
、

　
Ω
反
目
5
α
ジ
ω
．
～
a
l

（
2
）
竃
竈
器
量
婁
昌
冒
O
寄
き
一
巨
昌
二
三
皇
軸
き
ミ
雨
N
ミ

　
×
×
×
－
N
（
岩
s
）
一
ω
．
お
一
－

（
3
）
　
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
の
発
展
史
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
ω
o
o
ぎ
N
膏

　
o
8
o
巨
o
巨
詩
目
目
o
H
巨
o
o
ユ
巾
o
亀
匡
o
－
両
冒
2
8
｝
o
■
峯
因
『
辻
㎜
巨
8
チ
9
一

　
ω
o
巨
一
〇
二
三
＞
．
勺
彗
篶
ぎ
黒
一
声
Ω
o
ユ
零
一
〇
泰
§
汀
ミ
｝
§
ミ
ミ
＆

　
『
S
ぎ
杏
き
、
ミ
O
ミ
ミ
札
害
￥
§
尋
S
ぎ
き
S
二
富
吹
1
0
．
O
ぎ
O
日
色
睾
9

　
く
．
声
峯
、
ω
o
o
ぎ
掌
彗
彗
害
買
5
s
。
を
参
照
。
彼
の
初
期
オ

　
ラ
ン
ダ
時
代
か
ら
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
論
争
に
至
る
時
期
に
関
し
て
論

　
じ
た
文
献
に
、
山
本
秀
行
「
ア
ン
ト
ン
ー
ー
パ
ネ
ク
ー
ク
と
プ
レ
ー
メ

　
ン
社
会
民
主
党
ー
ド
イ
ツ
左
翼
急
進
主
義
の
形
成
1
」
『
社
会

　
運
動
史
』
第
三
号
（
一
九
七
三
年
）
一
が
あ
り
、
ま
た
、
同
「
ア
ン
ト

　
ン
・
パ
ネ
ク
ー
ク
と
力
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
」
『
恩
想
』
第
六
三
三

　
号
（
一
九
七
七
年
三
月
）
は
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
影
響
に
も
着
目
し

　
つ
つ
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
と
の
関
係
を
極
め
て
詳
細
に
あ
と
づ
け
て
い
る
。

　
第
一
次
大
戦
期
以
降
の
彼
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
｝
O
O
ぎ
身
S
§
ぎ
－

　
ミ
｝
§
ミ
卸
甲
酉
－
O
．
一
U
o
易
色
σ
P
O
雨
暮
㌻
、
ミ
雨
軋
婁
v
ミ
S
討
雨
ミ
亀
富
～
、

　
ぎ
募
§
§
〈
ぎ
b
§
奪
ミ
s
s
，
1
向
ぎ
ミ
δ
§
ぎ
句
『
彗
ξ
葭
．
昌
．

　
岩
き
‘
を
参
照
。

（
4
）
峯
胃
辻
肋
臣
o
ぎ
；
8
・
一
而
冒
o
『
望
o
巨
ま
鼻
冨
↓
覧
葦
一
一
ヨ

　
b
㌻
≧
㎞
§
S
き
×
×
×
－
1
H
（
H
O
S
）
一
ω
．
ω
S
’

（
5
）
　
田
o
o
ぎ
身
s
§
却
ミ
シ
§
ミ
■
酉
一
P
O
二
吻
．
㎞
血
．

（
6
）
冒
o
ω
匡
冒
。
・
冒
o
b
＆
豊
9
冒
。
・
く
昌
－
豆
o
冨
o
月
竃
ξ
巨
9

　
8
勺
；
蜆
g
昌
＞
昏
睾
昌
二
目
一
』
易
9
冒
g
お
竃
一
b
婁
ミ
耐
吻
§
“
ミ

　
§
§
竃
ミ
｝
き
§
宍
O
書
き
ミ
一
ω
冒
9
0
q
I
岩
O
“
ω
1
さ
．

（
7
）
　
冒
o
冨
o
q
g
ω
ミ
何
鼻
ニ
ヨ
b
膏
≧
雨
§
s
§
×
×
×
H
』
（
岩
ご
）
一

　
ω
・
畠
・
ま
・
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
評
価
は
パ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
の

　
み
な
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
の
党
理
諭
誌
『
二
ー
ウ
ェ
ニ
ア
イ
ト
』
の
編

　
集
者
ヘ
ル
マ
ン
・
ホ
ル
タ
ー
、
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ホ

　
ル
ス
ト
ら
も
共
有
し
て
い
た
。
「
オ
ラ
ン
ダ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と

　
は
こ
の
『
二
ー
ウ
ェ
ニ
ァ
ィ
ト
』
グ
ル
ー
プ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
与

　
え
ら
れ
た
歴
史
的
呼
称
で
あ
っ
た
。
＜
o
目
F
田
o
o
ぎ
N
胃
o
鶉
o
巨
g
甘
o

　
冒
目
ρ
↓
ブ
o
o
ユ
9
凹
、
凹
、
O
二
ω
、
o
o
、
ロ
ー
ラ
ン
ト
・
ホ
ル
ス
ト
は
一

　
九
二
一
年
以
降
他
の
二
人
か
ら
決
定
的
に
離
れ
て
い
く
。
彼
女
の
歩

　
み
の
概
観
は
、
O
ど
O
卑
彗
忌
－
里
邑
旨
昌
轟
二
昌
一
声
宛
〇
一
彗
q
一
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工
o
肝
ゴ
b
膏

ミ
e
o
ぎ
ミ
o
詩
、
ミ
、
畠
ミ
＆
■

向
o
ユ
一
H
o
N
ド

マ
ル
ク
ス
主
義
と
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学

を
参
照
。

　
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
と
い
う
も
の
を
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
は
い
か
な

る
形
で
把
握
し
て
い
た
か
、
ま
ず
、
こ
の
点
か
ら
検
討
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
は
独
立
に
唯
物
弁
証

法
を
発
見
し
た
労
働
者
、
と
い
う
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
言
葉
を
と
お
し

て
幾
分
神
話
化
さ
れ
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
ヨ
ー
ゼ
フ
・
デ
ィ
ー

ツ
ゲ
ン
（
一
八
二
八
－
八
八
年
）
は
、
一
八
六
九
年
、
『
人
間
の

頭
脳
労
働
の
本
質
』
を
著
わ
し
て
カ
ン
ト
実
践
哲
学
に
対
す
る
批

判
を
含
む
恩
惟
理
論
を
展
開
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
、
一
八

四
八
年
革
命
以
後
マ
ル
ク
ス
を
と
お
し
て
把
握
し
た
労
働
概
念
を

基
礎
に
社
会
主
義
思
想
を
展
開
し
、
そ
の
「
資
本
論
書
評
」
（
一

八
六
八
年
）
に
よ
っ
て
運
動
史
上
に
も
特
異
な
足
跡
を
印
し
て
い

る
。
し
か
し
、
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の

思
想
の
固
有
性
は
も
っ
ぱ
ら
思
惟
理
論
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
そ
の

限
り
で
、
彼
の
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
評
価
は
労
働
概
念
と
社
会
理
論
へ

の
視
点
を
欠
い
て
い
る
。
彼
が
マ
ル
ク
ス
理
論
を
補
完
す
る
も
の

と
位
置
づ
け
た
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
と
は
、
こ
う
し
た
「
認
識
論
」

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
認
識
論
把
握
の
主

要
点
を
以
下
で
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
の
前
提
に
は
、
意
識
は
社
会
的
存
在
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
史
的
唯
物
論
の
テ
ー
ゼ
が
あ
る
と
パ
ン

　
　
　
　
　
　
＾
2
）

ネ
ク
ッ
ク
は
言
う
。
こ
の
テ
ー
ぜ
は
－
彼
に
よ
れ
ぱ
－
意
識

の
全
内
容
が
「
環
境
世
界
か
ら
の
影
響
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
意
識
の
固
有
の
意
義

が
否
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
環
境
世
界
の
影
響
が

取
り
入
れ
ら
れ
加
工
さ
れ
る
仕
方
」
こ
そ
意
識
固
有
の
機
能
に
ほ

か
な
ら
す
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
こ
の
領
域
を
解
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
識
の
機
能
で
第
一
に
璽
要
な
の
は
、
世
界
の
直
接
的

影
響
で
あ
る
「
印
象
」
を
築
め
保
持
す
る
「
記
憶
」
の
機
能
で
あ

る
。
そ
し
て
第
二
の
基
本
的
機
能
は
「
抽
象
」
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
多
様
な
印
象
の
素
材
が
一
つ
の
抽
象
的
「
像
」
に
加
工
さ

れ
る
。
そ
こ
で
は
、
具
体
的
特
殊
的
現
象
の
「
普
遍
的
な
も
の
」

一
が
「
概
念
」
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
。
概
念
は
対
象
の
普
遍
的
、

本
質
的
、
恒
常
的
な
も
の
を
表
現
し
、
特
殊
的
、
可
変
的
、
差
異

的
な
も
の
を
捨
象
す
る
。
こ
う
し
て
概
念
は
本
性
上
現
実
を
「
単

純
化
」
し
「
固
定
化
」
す
る
。
し
か
し
、
印
象
と
し
て
意
識
に
入

り
こ
む
世
界
の
姿
は
不
断
に
変
化
し
、
限
り
な
く
多
様
で
あ
る
か

ら
、
概
念
も
ま
た
「
静
止
」
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
く
り
返
し
変
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更
さ
れ
、
改
遺
さ
れ
、
置
き
換
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
は
「
変
化
す
る
現
実
に
適
合
せ
し
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

ね
ぱ
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
は
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
を
、
意

識
の
主
観
的
内
面
的
機
能
を
解
明
し
た
も
の
と
し
て
ー
そ
の
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

り
で
は
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
思
惟
理
諭
に
忠
実
に
－
把
握
し
、
継

承
す
る
。
そ
し
て
彼
は
こ
う
し
た
内
面
的
機
能
の
う
ち
に
意
識
の

能
動
性
を
見
る
。
意
識
は
「
外
界
を
映
す
受
動
的
な
鏡
」
で
は
な

い
。
そ
れ
は
「
能
動
的
、
活
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
外
部
か
ら
入

り
こ
む
も
の
す
べ
て
を
、
あ
る
新
た
な
も
の
に
作
り
直
す
」
。
彼

に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
能
動
性
を
解
明
し
た
点
に
デ
ィ
ー
ツ
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〕

ン
の
理
論
の
意
義
が
あ
ウ
た
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
意
識

の
能
動
性
が
直
ち
に
運
動
主
体
の
能
動
性
と
結
ぴ
つ
く
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
ま
た
、
こ
う
し
た
意
識
の
把
握
は
、
認
識
論
一
般

と
し
て
本
来
の
意
味
を
も
っ
た
の
で
も
な
い
。
彼
に
お
い
て
認
識

論
の
問
題
は
、
は
じ
め
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
の
全
体
構
成
に
組
み

こ
ま
れ
る
ぺ
き
も
の
、
従
っ
て
マ
ル
ク
ス
杜
会
理
論
に
対
す
る
意

味
に
お
い
て
こ
そ
間
題
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
関
連
を
離

れ
る
な
ら
本
質
的
意
味
を
失
う
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
社
会
理
論
と
壮
、
主
要
に
は
、
行
動
の
理
論

と
解
さ
れ
た
「
史
的
唯
物
論
」
を
指
す
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
史
的
唯

物
論
は
歴
史
を
作
る
人
間
の
「
行
動
」
を
そ
の
「
原
因
」
か
ら
説

明
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
行
動
は
そ
の
「
欲
求
」
と
「
環

境
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
原
因
は
「
人

間
精
神
を
と
お
し
て
」
作
用
す
る
の
で
あ
り
、
行
動
す
る
人
間
に

と
っ
て
は
そ
の
「
思
惟
」
が
直
接
の
原
因
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

意
識
を
「
中
間
項
」
と
す
る
行
動
の
「
因
果
連
鎖
」
を
、
社
会
的

欲
求
と
経
済
的
諸
関
係
か
ら
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
マ
ル
ク
ス
社
会

　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

理
論
の
独
自
性
が
あ
る
。
他
方
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
、
「
マ
ル
ク
ス

に
よ
っ
て
は
仕
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
意
識
の
理
論
を
提
供
し
た
。

そ
の
意
味
で
、
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
は
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
挙
を
、
「
マ

ル
ク
ス
の
社
会
理
論
の
地
盤
の
上
で
の
み
」
成
立
し
え
、
し
か
も

同
時
に
マ
ル
ク
ス
自
身
の
理
論
を
「
補
完
」
し
た
も
の
と
位
置
づ

　
　
　
　
＾
7
〕

け
た
の
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
社
会
理
論
の
基
礎
の
上
に
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
を
位

置
づ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
っ
て
、
彼
の
意
識
の
理
論
に
よ
っ

て
、
人
間
行
動
に
内
在
す
る
思
催
的
媒
介
の
構
造
を
捉
え
る
こ
と

を
意
味
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
問
題
は
単
な
る
対
象
認
識
に
お
け
る

思
惟
機
能
に
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
実
践
的
意
志

規
定
を
媒
介
す
る
恩
推
こ
そ
真
の
問
題
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
バ
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ン
ネ
ク
ヅ
ク
に
と
っ
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
・
恩
惟
の
機
能
自

体
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
し
て
そ
う
考
え
る
点
で
も
、
彼
は
デ
ィ

ー
ツ
ゲ
ン
の
思
惟
観
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
か
つ
て

デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
思
惟
の
同
一
性
を
視
点
と

し
て
、
カ
ン
ト
の
理
論
哲
学
と
実
践
哲
学
の
二
元
性
に
対
す
る

「
理
性
再
批
判
」
を
試
み
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
恩
惟
は

1
「
外
界
の
現
象
」
で
あ
れ
、
「
欲
求
」
で
あ
れ
－
1
「
感
性
」

の
所
与
に
お
け
る
普
遍
的
な
も
の
の
掴
握
と
し
て
、
常
に
同
じ
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

能
を
は
た
す
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
思
惟
観
を
受
け
継
ぎ
つ

つ
、
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
は
、
具
体
的
に
は
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
道
徳
理

論
と
プ
ル
ク
ス
主
義
の
階
級
理
論
を
結
ぴ
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

彼
な
り
の
実
践
の
論
理
を
構
成
す
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
主

義
を
倫
理
的
意
志
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
新
カ
ン
ト
派
に
対
す
る

批
判
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
こ
の
点
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
価
値
判
断
の
基
礎
は
「
欲
求
」
に
あ
り
、
こ
れ
を
充
足
す
る
行

動
が
「
有
用
」
な
行
動
で
あ
る
。
し
か
し
有
用
な
も
の
が
直
ち
に

「
遺
徳
的
」
な
の
で
は
な
く
、
「
普
遍
的
」
に
有
用
な
も
の
に
よ
っ

て
行
動
を
規
定
す
る
こ
と
が
遺
徳
的
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
道

徳
的
規
定
の
構
造
も
、
環
境
世
界
の
認
識
の
場
合
と
同
様
に
、
所

与
の
特
殊
的
な
も
の
に
お
い
て
普
遍
的
な
も
の
を
把
握
す
る
「
人

間
精
神
の
一
般
的
本
性
か
ら
L
理
解
さ
れ
る
。
遣
徳
の
こ
の
よ
う

な
把
握
に
よ
っ
て
、
カ
ン
ト
に
み
ら
れ
る
「
利
害
と
倫
理
」
の
対

立
は
、
「
二
種
の
利
害
」
、
す
な
わ
ち
個
別
的
利
害
と
普
遍
的
利
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

の
間
の
対
立
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た

普
遍
性
は
、
何
ら
か
の
内
容
を
も
と
う
と
す
れ
ぱ
、
「
相
対
的
」

に
し
か
成
立
し
な
い
。
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
は
利
害
の
普
遍
性
の
限
界

を
階
級
に
お
い
て
お
さ
え
る
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
文
明
社
会
の
遣
徳

は
「
階
級
利
害
の
表
現
」
以
上
の
普
遍
性
を
も
ち
え
な
い
。
し
か

し
、
商
品
形
態
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
た
社
会
的
労
働
過
程
が
洞

察
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
階
級
利
害
も
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は

遣
徳
の
尺
度
と
し
て
妥
当
す
る
に
至
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し

た
と
こ
ろ
で
は
、
個
別
的
利
害
と
の
対
立
に
お
い
て
浮
か
び
出
る

「
普
遍
的
階
級
利
害
」
は
、
何
ら
か
の
絶
対
的
形
式
の
仮
構
に
お

い
て
「
永
遠
の
妥
当
性
」
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、

そ
の
階
級
の
諸
個
人
に
認
識
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
利
害
超
出
、

欲
求
否
定
を
典
型
的
に
表
現
し
た
も
の
こ
そ
カ
ン
ト
の
遣
徳
理
論

で
あ
る
』
そ
れ
は
、
遣
徳
の
普
遍
性
を
経
験
的
な
も
の
の
彼
岸
に

成
立
さ
せ
る
た
め
、
理
論
哲
学
で
は
空
虚
な
概
念
で
あ
る
「
物
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
1
0
〕

体
」
を
「
第
二
の
世
界
」
と
し
て
自
立
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
は
、
「
物
自
体
」
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の
概
念
を
、
単
な
る
可
想
体
を
意
味
す
る
空
虚
な
概
念
と
し
て
実

　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

践
の
把
握
か
ら
抹
殺
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
実
践
を
、
こ
の

階
級
の
普
遍
的
階
級
利
害
の
認
識
に
基
づ
く
意
志
規
定
と
し
て
把

握
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
見
た
隈
り
で
は
、
パ
ン
ネ
ク
ッ
ク
の
主
張
す
る
デ
ィ
ー
ツ

ゲ
ン
哲
挙
の
意
義
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
的
体
系
性
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
意
識
を
媒

介
項
と
す
る
行
動
の
円
環
が
十
全
に
把
握
さ
れ
、
「
実
践
的
人
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
〕

に
関
す
る
理
論
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
こ
の
行

動
の
理
論
が
彼
の
革
命
構
想
に
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
も
た
ら
し
た

か
は
、
次
節
以
下
で
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
）
マ
ル
ク
ス
主
義
の

倫
理
的
補
完
と
宿
命
論
的
把
握
と
の
対
立
が
展
開
し
つ
つ
あ
っ
た

二
十
世
紀
初
頭
の
運
動
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
そ
う
し
た
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
）

的
意
義
は
同
時
に
「
実
践
的
闘
争
に
と
っ
て
の
意
義
」
で
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
隈
り
で
は
ま
だ
、
思
惟
理
論
そ
れ
自

体
か
ら
運
動
論
上
の
規
定
が
取
り
出
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
彼
が
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
デ
ィ
ー

ツ
ゲ
ン
哲
学
か
ら
直
接
運
動
論
的
帰
結
を
導
き
出
す
に
至
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
思
惟
理
論
を

社
会
的
現
実
に
関
し
て
さ
ら
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
意
識
化
の
阻
害
要
因
を
認
識
論
的
に
把
握
し
よ

う
と
し
た
。
こ
の
問
題
を
次
に
検
討
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
彼
の
そ
う
し
た
展
開
の
糸
口
と
な
っ
た
の
は
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン

の
思
惟
理
論
を
と
お
し
て
つ
か
ま
れ
た
意
識
の
変
化
と
固
定
化
の

問
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
意
識
の
変
化
の
側
面
に
つ
い
て
見
る
な
ら

ぱ
、
変
化
を
と
お
し
て
現
実
に
適
合
す
る
意
識
の
働
き
は
、
自
然

科
挙
的
認
識
の
場
合
も
、
社
会
的
現
実
に
関
す
る
場
合
も
基
本
的

相
違
は
な
い
。
だ
が
、
社
会
に
お
い
て
は
、
世
界
に
関
す
る
わ
れ

わ
れ
の
経
験
の
み
な
ら
ず
、
「
世
界
そ
の
も
の
が
激
し
く
変
化
す

る
」
。
従
っ
て
、
意
識
の
変
化
は
不
可
避
的
と
な
り
、
「
意
識
は
こ

の
不
断
の
変
形
過
程
の
中
で
、
社
会
的
存
在
に
適
合
す
る
」
こ
と

　
＾
蠣
）

に
な
る
。
他
面
、
意
識
に
は
固
定
化
の
要
因
も
あ
る
。
そ
う
し
た

要
因
と
し
て
、
彼
は
次
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
る
。
概
念
は
元
来
固

定
的
な
性
質
を
も
つ
。
だ
が
新
た
な
印
象
が
既
成
の
概
念
と
合
致

す
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
概
念
は
一
層
固
定
的
な
も
の
と
な
る
。
固
定

化
要
因
は
主
観
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
「
社
会
的
共
同
生
活
」

に
お
い
て
は
「
観
念
の
不
断
の
交
換
」
が
お
こ
な
わ
れ
、
観
念
的

「
像
」
は
「
集
団
的
所
有
物
」
と
な
っ
て
個
人
を
超
え
た
持
続
性

を
得
る
。
こ
う
し
て
一
定
の
社
会
的
妥
当
性
と
固
定
性
を
獲
得
し

た
観
念
の
体
系
（
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
）
は
、
伝
承
さ
れ
る
こ
と
に
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＾
帖
）

よ
っ
て
ま
す
ま
す
確
固
た
る
も
の
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
把
握
を
ふ
ま
え
、
彼
は
「
伝
統
の
カ
」
と
い
う
間

題
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
現
実
が
変
化
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
固
定
化
し
た
意
識
が
な
お
存
続
す
る
事
態
を
、
彼
は
意

識
の
伝
統
化
と
し
て
捉
え
る
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
伝
統
は
、
一
般
に

す
べ
て
の
意
識
形
態
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
現
実
の
一
部
を
構

成
す
る
。
だ
が
、
伝
統
を
し
て
伝
統
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
そ

の
意
識
の
「
物
質
的
根
源
が
過
去
に
あ
る
」
こ
と
、
従
っ
て
そ
れ

が
現
実
の
一
都
を
成
す
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
現
実
の
う
ち
に
は

自
己
の
対
応
物
を
も
た
ぬ
「
純
然
た
る
精
神
的
性
質
の
現
実
」
と

し
て
存
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
現
在
の
現
実
に

「
適
合
」
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
固
な
持
続
力
を
も

っ
て
「
人
々
の
頭
脳
の
う
ち
に
生
き
」
、
そ
の
行
動
の
決
定
に
関

与
す
る
。
こ
の
伝
統
化
し
た
意
識
の
規
制
カ
を
考
慮
に
入
れ
る
な

ら
、
意
識
が
社
会
的
存
在
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ

は
、
あ
る
一
時
代
の
意
識
が
そ
の
時
代
の
物
質
的
現
実
に
よ
っ
て

の
み
規
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
彼

竺
言
う
。
伝
統
と
い
う
「
観
念
的
要
因
」
が
－
そ
し
て
こ
れ
を

介
し
て
過
去
の
現
実
が
1
－
・
そ
の
時
代
の
新
た
な
現
実
と
共
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
）

人
々
の
意
識
を
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
伝
統
の
概
念
を
と
お
し

て
彼
が
示
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
く
ち
に
言
え
ぱ
、
意
識
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g

社
会
的
現
実
に
「
常
に
遅
れ
る
」
と
い
う
間
題
で
あ
っ
た
。
人
々

の
意
識
は
、
意
識
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
る
、
新
た
な
現
実
か
ら
の

所
与
と
旧
来
の
観
念
と
の
闘
争
、
調
停
、
改
変
を
と
お
し
て
、
伝

統
を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
現
在
の
現
実
に
適
合
し
う

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
意
識
伝
統
化
の
概
念
を
と
お
し
て
、
思
惟
理
論
は
運
動
論
と
結

ぴ
つ
く
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
社
会
革
命
は
資
本
主
義
の
矛
盾
の
展
開

に
客
観
的
基
礎
を
も
つ
。
だ
が
、
そ
う
し
た
矛
層
の
発
展
は
革
命

を
「
自
動
的
に
惹
き
起
こ
し
は
し
な
い
」
。
こ
の
革
命
は
、
自
己

の
普
遍
的
階
級
利
害
を
意
識
し
意
志
に
高
め
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

ト
に
よ
っ
て
の
み
担
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

の
意
識
の
う
ち
に
も
伝
統
は
鰺
透
す
る
。
階
級
利
害
の
意
識
化
は

こ
の
伝
統
的
意
識
の
克
服
な
し
に
は
達
成
さ
れ
な
い
。
こ
こ
に
お

い
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
深
い
精
神
的
変
革
」
が
社
会
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

命
の
条
件
と
し
て
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
バ
ン
ネ
ク
ツ
ク
に

と
っ
て
伝
統
の
克
服
と
い
う
問
題
は
階
級
の
意
識
化
の
問
題
に
ほ

か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
彼
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
識
に
お
け
る
伝
統
の
克
服
を
論

じ
る
時
、
伝
統
と
は
、
決
し
て
「
前
近
代
的
」
意
識
に
眼
定
さ
れ
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た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

そ
の
も
の
が
、
克
服
さ
れ
る
べ
き
伝
統
と
し
て
つ
か
ま
れ
る
。
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
階
級
闘
争
を
尺
度
と
し
て
諸
々
の
意
識
形
態

を
測
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
は
「
宗
教
」
を
は
じ
め
と
し
て
「
ナ
シ

目
ナ
リ
ズ
ム
」
、
西
欧
的
「
ブ
ル
ジ
目
ア
文
化
」
、
さ
ら
に
は
社
会

民
主
党
の
「
議
会
主
義
」
的
戦
術
観
に
至
る
ま
で
を
、
伝
統
イ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
0
）

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
把
握
し
た
。
例
え
ぱ
、
「
民
族
的
な
も
の
」
は
、

彼
に
よ
れ
ぱ
、
生
成
期
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
社
会
の
産
物
で
あ
り
、
ナ

シ
冒
ナ
リ
ズ
ム
は
「
ブ
ル
ジ
目
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ
る
。

だ
が
ブ
ル
ジ
冨
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
「
階
級
対
立
」

の
展
開
に
よ
つ
て
民
族
的
共
同
性
は
解
体
し
て
い
く
。
民
族
的
意

識
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
に
と
つ
て
は
生
き
た
現
実
で
あ
る
が
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
生
き
た
諸
関
係
」
に
は
も
は
や
根
差
し

て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
と
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

伝
統
と
い
う
意
味
し
か
も
た
な
い
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
彼
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
意
識
が
「
適
合
」
す

べ
き
「
現
在
の
現
実
」
を
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
社
会
の
総
体
と
し
て
で

は
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
階
級
利
害
と
し
て
つ
か
む
。
こ

れ
に
照
ら
す
時
、
プ
ル
ジ
目
ア
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
す
ら
「
過
去
」

的
な
も
の
と
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
は
、
階
級
の

意
識
化
の
間
魑
を
伝
統
的
意
識
の
克
服
の
問
魑
そ
の
も
の
と
し
て

把
握
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
マ
ル
ク
ス
は
意
識
が
存
在
に
よ
っ
て
「
規
定
さ
れ
る
」
と
い
う

命
題
を
確
立
し
た
が
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
、
「
い
か
に
」
そ
れ
が

規
定
さ
れ
る
か
を
、
意
識
固
有
の
能
動
的
機
能
に
即
し
て
解
明
し
、

こ
れ
に
よ
つ
て
マ
ル
ク
ス
を
補
完
し
た
、
－
こ
の
よ
う
に
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
〕

ネ
ク
ヅ
ク
は
述
べ
る
。
だ
が
、
彼
に
と
っ
て
、
思
惟
の
こ
の
よ
う

な
能
動
性
一
般
の
解
明
が
直
ち
に
現
実
変
革
の
主
体
性
の
解
明
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
運
動
論
と
の
か
か
わ
り
で
見
る
な
ら
ぱ
・

彼
に
と
っ
て
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
の
意
味
は
、
思
惟
の
こ
う
し
た

能
動
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
－
あ
る
い
は
む
し
ろ
能
動
性
ゆ
え
に

－
い
か
に
意
識
は
存
在
に
よ
っ
て
十
全
に
は
規
定
「
さ
れ
ず
」
、

現
実
に
適
合
「
し
な
い
」
可
能
性
を
孕
む
も
の
で
あ
る
か
を
・
思

惟
の
内
面
的
機
能
そ
の
も
の
の
う
ち
に
提
示
し
た
点
に
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
そ
こ
か
ら
パ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
は
意
識
の
伝
統
化
の
間
題

を
展
開
し
た
。
こ
の
伝
統
化
の
構
造
把
握
を
と
お
し
て
、
思
惟
理

論
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
主
体
化
の
阻
害
要
因
を
認
識
論
的

に
解
明
し
、
そ
の
克
服
の
必
要
性
と
方
向
を
提
起
す
る
方
法
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
。
）
冒
。
一
曲
晒
。
、
蜆
ξ
ζ
ら
O
二
ω
．
♂
．
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
社
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会
理
論
お
よ
び
今
世
紀
初
頭
の
デ
イ
ー
ツ
ゲ
ン
像
に
関
し
て
は
、
拙

　
稿
「
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
社
会
理
論
と
ヵ
ン
ト
批
判
ω
．
ω
」
＝
橋

　
研
究
』
第
六
巻
第
四
号
、
第
七
巻
第
二
号
、
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∫

（
2
）
里
竃
貴
ω
・
簿

（
3
）
毒
麦
昌
窪
葦
請
一
臼
・
竃
畠
一
曇
o
）
盲
、
。
目
一
。
目
蟹
．

島
ぎ
貴
≧
ミ
蔓
ぎ
§
§
崎
奮
書
ミ
§
ミ
ニ
・
寡
ぎ
㎞
、
ミ

§
こ
き
ミ
§
書
。
・
萱
真
§
o
告
団
§
宣
・
b
。
・
一
・

　
　
H
ξ
ナ
㎝
．
き
－
竃
‘

（
4
）
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
自
身
の
所
論
と
し
て
は
、
例
え
ぱ
、
』
。
叩
。
冨

冒
音
。
盲
8
』
婁
書
§
ミ
§
婁
§
き
、
。
宍
。
書
、
｝
雨
、
；
邑
、
．

董
き
§
§
§
妻
軋
き
ミ
』
ミ
、
・
雨
、
§
、
翁
雨
宍
、
一
、
宗

ミ
ミ
§
§
ミ
妻
ぎ
専
§
ミ
§
さ
麦
昌
巨
、
。
・
§
；
・

　
　
く
－
H
o
。
一
昌
「
曽
一
ミ
ー
N
0
。
」
ド
森
田
勉
訳
二
八
－
二
九
、
＝
二
1

．
三
二
、
三
八
－
三
九
、
四
三
貢
、
参
照
。

（
5
）
き
婁
§
ぎ
ミ
§
；
き
ミ
・
寄
．
き
目
σ
。
、
晒
一
竃
・
ω
・
宝
．

（
6
）
旨
臣
募
葦
毒
雪
一
印
巨
量
葭
・
胆
・
O
二
・
ω
二
①

　
　
1
讐
一
s
‘

（
7
）
冒
音
。
司
婁
寿
量
閏
・
苧
O
・
・
ω
・
轟
1
ω
o
・

（
8
）
　
く
o
q
－
1
冒
o
訂
o
口
彗
一
宍
o
害
き
ミ
一
陣
・
閏
・
O
二
ω
・
8
1
8
・
前
掲

　
　
訳
薔
・
一
〇
0
1
一
〇
二
貢
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
9
）
・
董
§
蔓
§
ぎ
§
・
・
§
§
、
、
帖
雨
ミ
ぎ
。
ミ
計
ミ
意
餉
．

　
　
§
§
ξ
・
1
§
9
ω
・
曽
1
N
戸

（
m
）
冒
ら
Φ
旨
言
岬
巨
墨
耐
仁
言
。
・
・
寧
芭
・
o
・
ω
・
。
二
－
十

　
　
H
ナ
＝
．

（
u
）
　
「
人
間
精
神
は
カ
ン
ト
の
言
う
現
象
体
に
完
金
に
組
み
入
れ
ら

　
れ
る
。
・
・
－
可
想
体
は
も
は
や
存
在
し
な
い
」
（
O
冨
邑
P
ω
」
伽
．
）
、

　
と
彼
は
断
ず
る
。

（
皿
）
・
晒
一
．
暮
昏
暮
冒
o
畠
8
一
亀
㊦
二
目
、
皇
雨
≧
雨
ミ
亜
N
雨
ミ

　
×
×
E
』
（
岩
g
）
一
ω
ー
む
い

（
1
3
）
暑
墨
姜
寿
員
単
・
芭
・
O
・
・
ω
・
奉

（
1
4
）
冒
菱
婁
ま
旨
奪
一
聖
一
ぎ
易
・
寧
・
顯
・
O
二
ω
・
ξ

（
b
）
票
彗
貴
ω
二
N
・

（
1
6
）
　
丙
σ
o
邑
宰
ω
。
む
1
む
．
彼
は
こ
う
し
た
把
握
の
前
提
と
し
て
、

　
　
意
識
の
現
実
性
に
関
す
る
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
見
解
を
重
視
し
た
。

く
。
目
一
』
婁
ぎ
ε
；
＝
憲
一
ぎ
富
（
§
・
）
二
目
、
≧
雨
ミ
庁
価
、
§
．

　
　
§
ミ
富
恥
印
－
葭
．
O
1
一
ω
・
N
N
l
N
ω
・

（
〃
）
暮
・
昏
昌
蜆
昌
二
童
＝
暮
嘉
・
P
凹
・
O
－
ω
』
・

（
1
8
）
寒
§
§
隻
§
b
§
§
§
、
。
一
二
雨
、
』
、
｝
雨
辻
雨
、
o
舳
。
砧
的
、
恥
、

　
　
麦
冒
σ
膏
胴
6
s
一
ω
1
o
l
鼻

（
1
9
）
婁
邑
穿
膏
旨
8
ま
－
・
・
苧
◎
二
ω
・
善
・

（
2
・
）
・
。
口
F
冒
募
8
ま
茅
巨
誉
募
昌
。
閉
・
聾
・
里
・
O
－
ω
・
童

　
　
ま
一
け
曇
。
暮
昌
冒
｛
ぎ
…
自
冒
奮
叩
葦
旨
犀
一
二
§
o
）
二
三

　
　
ぎ
§
ぎ
§
§
』
量
§
i
顯
・
顯
・
O
－
ω
・
曇
一
冒
顯
、
嵩
一
蜆
…
蜆

　
　
自
■
o
－
o
血
巴
尿
目
冨
一
固
一
里
．
O
二
ω
一
匝
o
㎞
1
塞
・

（
肌
）
書
㎞
§
ぎ
ミ
§
軋
麦
ぎ
葭
・
・
O
－
ω
・
き
。
竃
二
㎞
．

（
2
2
）
冒
夏
婁
書
鼻
顯
・
顯
・
O
・
レ
簿
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一
一
意
識
と
革
命

　
パ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
の
革
命
構
想
に
お
い
て
意
識
の
理
論
が
ど
の
よ

う
な
位
置
と
意
味
を
有
し
た
か
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
時

代
認
識
と
革
命
観
を
、
せ
め
て
そ
の
骨
格
だ
け
で
も
見
て
お
か
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
彼
の
革
命
構
想
は
ロ
シ
ァ
革
命
／
ド
イ
ツ
革

命
期
の
レ
ー
テ
共
産
主
義
の
選
択
に
お
い
て
一
定
の
変
化
を
示
す

に
至
る
が
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
批
判
を
間
に
は

さ
む
一
九
〇
九
年
以
降
、
ド
イ
ツ
革
命
以
前
の
時
期
の
見
解
に
っ

い
て
見
る
。

　
彼
に
よ
れ
ぱ
、
革
命
と
は
「
階
級
間
の
権
カ
関
係
の
変
革
過

　
　
　
＾
1
〕

程
」
で
あ
る
。
社
会
主
義
は
階
級
闘
争
の
「
究
極
目
標
」
で
あ
り
、

運
動
の
直
接
的
目
標
は
階
級
の
「
権
カ
の
増
大
」
で
の
み
あ
り
う

る
。
国
家
機
構
は
ブ
ル
ジ
冒
ア
ジ
ー
の
権
カ
の
要
因
を
な
し
、
労

働
者
階
級
は
こ
れ
に
打
ち
克
ち
う
る
と
こ
ろ
ま
で
自
己
の
権
カ
を

形
成
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
権
カ
に
対
抗

し
て
形
成
さ
れ
石
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
権
カ
の
要
因
は
、
①
そ

の
数
、
②
階
級
意
識
、
③
組
織
に
あ
る
。
そ
し
て
階
級
闘
争
の

「
戦
荷
」
の
基
準
は
、
労
働
者
階
級
の
権
カ
を
い
か
に
増
大
さ
せ

　
　
　
＾
2
）

る
か
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
革
命
論
に
立
ウ
て
、
彼
は
階
級
闘

争
の
発
展
史
に
段
階
区
分
を
設
け
る
。
第
一
期
は
一
八
四
八
年
か

ら
七
一
年
ま
で
、
そ
し
て
第
二
期
は
一
八
七
一
年
以
降
の
「
議
会

主
義
の
時
代
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
期
の
閲
争
は
、
プ
ル
ジ
ョ

ァ
ジ
ー
の
支
配
の
安
定
に
よ
り
、
や
む
な
く
議
会
と
労
働
組
合
を

主
要
な
形
態
と
し
た
。
議
会
は
「
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の
支
配
の
標

準
的
形
態
」
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
に
と
っ
て
「
権
カ
の

増
大
」
の
手
段
に
は
な
り
う
る
が
、
政
治
的
支
配
の
獲
得
に
導
く

も
の
で
は
な
い
。
労
働
組
合
は
、
そ
の
課
題
に
お
い
て
は
「
資
本

主
義
を
超
え
な
い
」
が
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
と
っ
て
「
自
然

的
組
織
形
態
」
を
な
す
。
だ
が
、
今
や
始
ま
り
つ
つ
あ
る
第
三
期

に
お
い
て
、
資
本
主
義
の
平
和
的
安
定
的
発
展
は
終
駕
し
、
権
カ

ヘ
の
「
漸
進
的
上
昇
」
に
替
わ
っ
て
「
支
配
を
争
う
闘
争
」
が
課

題
と
な
る
。
議
会
主
義
期
に
は
分
離
し
て
い
た
闘
争
の
政
治
的
形

態
と
経
済
的
形
態
が
今
や
融
合
し
始
め
、
労
働
組
合
と
い
う
大
衆

組
織
に
よ
る
政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ
が
出
現
し
、
「
大
衆
の
カ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

闘
い
の
帰
趨
を
決
す
る
も
の
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
段
階
論
的
見
解
に
お
い
て
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、

「
第
三
期
」
が
す
で
に
開
始
し
た
と
彼
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
革
命
論
が
、
社
会
民
主
主
義
の
従
来
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の
運
動
か
ら
の
一
つ
の
戦
術
転
換
と
し
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
を
含

意
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
彼
の
時

代
認
識
の
特
質
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
を
生
み
出
し
た
第
三
期
－
一
九
〇
五
年
以

降
ー
を
、
彼
は
（
一
九
二
一
年
以
後
明
示
的
に
）
「
帝
国
主
義
」

の
概
念
で
把
握
す
る
。
資
本
主
義
の
新
た
な
段
階
を
な
す
帝
国
主
・

義
は
、
世
界
政
策
、
軍
備
、
税
の
重
圧
、
内
政
反
動
化
、
物
価
騰

貴
の
諸
現
象
を
伴
い
、
そ
の
緒
果
、
生
活
防
衛
の
衝
動
に
駆
ら
れ

た
「
大
衆
自
身
」
に
よ
る
、
議
会
や
組
合
の
合
法
性
の
枠
を
超
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

た
自
発
的
政
治
行
動
を
生
じ
さ
せ
る
。
そ
の
意
味
で
「
帝
国
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

の
時
代
と
は
－
…
大
衆
行
動
の
時
代
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把

握
に
よ
っ
て
、
彼
は
こ
の
時
期
を
資
本
主
義
の
一
発
展
段
階
と
位

置
づ
け
、
大
衆
行
動
と
い
う
新
た
な
闘
争
形
態
に
客
観
的
基
礎
を

与
え
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
彼
の
時
代
認
識
の
一
層
重
要
な
特
質
は
、
こ
の
時
期
を
、

「
支
配
を
争
う
闘
争
」
の
時
期
、
権
カ
の
移
行
期
と
捉
え
る
点
に

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
、
「
行
動
」
に
意
味
転
化
が

生
ず
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
行

動
観
の
う
ち
に
は
本
来
二
つ
の
契
機
が
統
一
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
人
間
が
行
動
に
お
い
て
「
物
質
的
諸
関
係
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
人
間
が
行
動
に
よ
っ
て

「
み
ず
か
ら
歴
史
を
作
る
」
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
本

来
統
一
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
両
契
機
は
「
発
展
過
程
の
中
で
異

な
る
強
調
を
受
け
取
る
」
、
と
彼
は
言
う
。
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
の

支
配
が
安
定
し
、
い
ま
だ
支
配
の
獲
得
を
め
ざ
し
え
な
い
議
会
主

義
期
に
は
、
「
状
況
を
し
て
成
熟
せ
し
め
よ
」
を
合
言
葉
に
、
マ

ル
ク
ス
主
義
は
「
経
済
的
決
定
論
」
と
な
ら
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
大
衆
行
動
を
と
お
し
て
世

界
に
介
入
し
、
「
世
界
を
変
更
」
す
る
行
動
が
日
程
に
の
ぼ
る
時
、

マ
ル
ク
ス
主
義
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
行
動
の
理
論
」
と
な

　
　
　
＾
6
〕

る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
革
命
的
行
動
が
現
実
的
課
題
と
な

っ
た
時
代
と
し
て
み
ず
か
ら
の
時
代
を
把
握
し
た
の
で
あ
る
。

　
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術
を
め
ぐ
る
対
立
に
端
を
発
し
た
パ
ン
ネ

ク
ッ
ク
の
カ
ウ
ッ
キ
ー
批
判
も
、
こ
う
し
た
彼
の
時
代
認
識
に
根

　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

差
す
も
の
で
あ
っ
た
。
闘
争
の
議
会
主
義
段
階
と
大
衆
行
動
段
階

と
い
う
段
階
区
別
。
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
－
－
経
済
的
決
定

性
と
歴
史
創
造
的
能
動
性
と
い
う
1
内
在
的
二
契
機
の
、
こ
の

二
つ
の
段
階
へ
の
振
り
分
け
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
、
今
や

新
た
な
現
実
に
「
適
合
」
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
主
張
。
こ
こ
に
、

彼
の
カ
ウ
ツ
キ
ー
批
判
の
構
造
が
あ
る
。
彼
は
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
戦

670
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術
を
、
議
会
主
義
期
に
は
不
可
避
で
あ
っ
た
が
、
今
で
ぽ
時
代
に

適
合
し
な
く
な
っ
た
「
伝
統
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
位
置
づ
け
た
の

で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
時
代
認
識
か
ら
、
意
識
の
理
論
の
実
践
的

意
味
も
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
「
支
配
を
争
う
闘
争
」

が
発
展
し
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
能
動
的
側
面
」
が
前
面
に
押
し

出
さ
れ
て
く
る
と
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
の
実
践
的
意
義
は
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

ま
す
高
ま
る
、
と
主
張
す
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
彼
に
と
っ

て
、
人
間
行
動
は
い
つ
で
も
意
識
に
媒
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
意
識
の
実
践
的
意
義
が
常
に
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
権
カ
移
行
期
の
革
命
的
行
動
に
お
い
て
は
、

意
識
は
歴
史
を
作
る
能
動
性
に
現
実
的
に
関
与
し
、
世
界
の
歩
み

は
人
々
の
自
覚
的
意
志
の
い
か
ん
に
か
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、

意
識
が
現
実
の
中
で
そ
う
し
た
決
定
的
役
割
を
は
た
し
う
る
時
代

に
入
っ
た
か
ら
こ
そ
、
意
識
の
理
論
も
ま
た
決
定
的
な
実
践
的
意

味
を
も
つ
、
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
だ
が
彼
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
、
行
動
と
意
識
の
意
味
転
化
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
意
識
と
行
動
の
関
係
そ
の
も
の
、
意
識
化
の
構

造
自
体
は
変
わ
ら
な
い
。
彼
は
革
命
的
行
動
を
行
動
一
般
か
ら
区

別
す
る
も
の
を
階
級
意
識
に
見
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
区
別
の

根
拠
は
意
識
化
の
構
造
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
彼
に
と
っ
て
、

人
間
行
動
は
一
般
に
欲
求
の
意
識
化
を
媒
介
項
と
し
、
そ
の
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

は
、
「
社
会
変
革
の
意
味
で
の
行
動
」
も
異
な
る
構
造
を
も
っ
も

の
で
は
な
い
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
行
動
が
革
命
的
な
、
す
な

わ
ち
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
社
会
を
「
超
え
る
」
行
動
と
な
り
う
る
根
拠
は
、

そ
の
階
級
利
害
の
独
特
の
性
格
に
あ
る
。
彼
ら
の
階
級
的
「
利

害
」
そ
の
も
の
が
本
質
的
に
資
本
主
義
の
廃
止
と
社
会
主
義
的
変

革
を
必
要
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
利
害
の
意
識
化
が
革
命
的
行

　
　
　
　
　
（
m
〕

動
を
導
き
う
る
。
た
し
か
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
利
害
は
個
別

的
に
は
常
に
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
社
会
の
克
服
を
指
向
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
し
か
し
階
級
の
普
遍
性
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
革
命
的
た
ら

ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
こ
の
階
級
的
利
害
に
立
脚
す
る
限
り
、

意
識
化
自
体
は
、
個
別
的
な
も
の
の
把
握
か
ら
普
遍
的
利
害
の
把

握
へ
と
、
原
理
的
に
は
連
続
的
に
進
み
う
る
と
解
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
彼
は
、
革
命
に
お
け
る
意
識
の
理
論
の

実
践
的
役
割
を
、
意
識
化
の
阻
害
要
因
を
提
示
し
、
そ
の
克
服
方

向
を
指
示
す
る
と
い
う
点
に
見
出
し
え
た
の
で
あ
る
。

　
意
識
化
の
過
程
は
、
伝
統
的
意
識
の
克
服
に
よ
る
新
た
な
現
実

1
「
新
た
な
社
会
」
を
指
示
す
る
階
級
利
害
－
へ
の
適
合
、

と
い
う
経
験
的
な
道
を
と
る
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
闘
争
の
中
で
の
み
　
舳
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「
幻
想
と
偏
見
」
の
克
服
が
可
能
と
な
り
、
々
ル
ク
ス
の
提
供
し

た
「
社
会
の
科
学
」
で
さ
え
、
「
闘
争
の
成
果
」
と
し
て
の
み
認

　
　
　
＾
呈

識
さ
れ
う
る
。
と
い
う
の
も
意
識
の
変
化
の
基
礎
は
「
経
験
の
変

化
」
に
あ
り
、
新
た
な
現
実
が
日
毎
に
そ
の
印
象
を
意
識
に
刻
み

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
古
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
風
化
す
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
急
激
な
変
化
の
時
代
」
に
は
、
精
神
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
呂

躍
動
し
、
古
い
観
念
を
一
層
遠
や
か
に
捨
て
去
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
経
験
的
方
向
性
に
お
い
て
、
意
識
化
は
諸
個
人
の

変
化
の
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
し
て
意
識
化
の
こ
う
し
た

把
握
そ
れ
自
体
、
彼
の
革
命
構
想
、
と
り
わ
け
権
カ
移
行
期
に
関

す
る
彼
の
構
想
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ぱ
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
は
長
期
に
わ
た
る
過
程
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
そ

れ
は
、
国
家
機
構
を
ま
ず
掌
握
し
、
次
に
こ
れ
に
立
脚
し
て
合
法

的
に
遂
行
さ
れ
る
社
会
化
の
過
程
が
長
期
的
だ
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、
大
衆
行
動
と
組
織
の
構
築
に
よ
っ
て
国
家
機
構

を
「
麻
痒
さ
せ
突
き
崩
す
」
過
程
そ
の
も
の
が
長
期
的
な
の
で
あ

り
、
そ
の
途
上
の
「
転
回
点
」
と
し
て
権
力
の
移
行
が
生
じ
る
の

　
　
　
　
　
　
＾
1
3
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だ
と
想
定
さ
れ
る
。
彼
は
革
命
過
程
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

権
カ
の
下
か
ら
の
形
成
と
大
衆
諸
個
人
の
変
化
の
進
展
に
応
じ
て

ブ
ル
ジ
目
ア
国
家
が
掘
り
崩
さ
れ
て
い
く
過
程
と
考
え
、
従
っ
て
、

そ
の
過
程
の
終
局
に
お
い
て
、
「
自
己
の
運
命
を
明
確
な
意
識
を

も
っ
て
規
定
す
る
、
統
治
能
カ
を
有
す
る
、
高
度
に
組
織
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
＾
）

大
衆
」
が
生
産
組
織
を
掌
握
す
る
に
至
る
圭
言
う
。
彼
の
こ
の
よ

う
な
革
命
構
想
の
中
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
識
の
変
革
、

階
級
の
意
識
化
は
、
社
会
革
命
の
単
な
る
必
要
条
件
の
一
つ
と
し

て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
革
命
過
程
そ
の
も
の
と
し
て
把
握
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
下
か
ら
の
権
カ
構
築
と
新
た
な
人
間
の
形
成
を
原
理
化
し
た
こ

の
よ
う
な
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
の
革
命
観
は
、
ド
イ
ツ
革
命
期
以
降
の

彼
の
レ
ー
テ
思
想
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、

そ
こ
に
は
一
定
の
変
化
も
あ
り
、
以
下
，
こ
く
簡
単
に
で
は
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

そ
の
点
に
触
れ
る
。
ウ
ニ
オ
ニ
ス
ム
ス
運
動
を
基
盤
と
し
た
彼
の

レ
ー
テ
共
産
主
義
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
レ
ー
テ
制
度
を
革

命
の
二
つ
の
原
理
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
抽
象
的
に
平
等
な

「
公
民
」
の
擬
制
に
基
づ
く
議
会
制
度
は
、
異
な
る
階
級
に
属
す

る
人
々
の
共
通
利
害
を
代
表
す
る
制
度
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ

に
対
し
、
レ
ー
テ
制
度
は
、
人
間
を
共
同
的
た
ら
し
め
る
「
労
働

と
そ
の
組
織
を
…
－
あ
ら
ゆ
る
政
治
生
活
の
基
礎
と
す
る
」
。
労

働
組
織
内
部
で
編
成
さ
れ
る
代
表
制
度
の
う
ち
に
「
ブ
ル
ジ
目
ア

ジ
ー
の
占
め
る
位
置
は
な
い
」
。
共
同
労
働
に
よ
っ
て
の
み
共
同
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決
定
権
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
彼
は
レ
ー
テ
制
度

を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
を
「
自
動
的
」
に
成
立
さ
せ
る
組
織
で

あ
り
、
「
自
主
管
理
と
下
か
ら
の
組
織
化
」
に
基
づ
く
、
「
官
僚
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

を
伴
わ
ぬ
国
家
組
織
」
で
あ
る
と
性
格
づ
け
る
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
は
、
自
立
し
た
精
神
と
連
帯
心
に
溢
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

「
労
働
を
自
主
的
に
統
御
し
う
る
新
し
い
人
間
」
に
よ
っ
て
こ
そ

支
え
ら
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
革
命
過
程
と
は
こ
の
よ
う
な
人
間

の
形
成
過
程
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
こ
う
し
た
見
解

そ
の
も
の
は
革
命
前
の
彼
の
革
命
観
に
も
含
ま
れ
て
い
た
。
む
し

ろ
、
か
つ
て
は
大
衆
行
動
と
、
そ
れ
を
担
う
べ
き
労
働
者
組
織
と

が
、
意
識
化
の
場
と
し
て
模
索
さ
れ
た
の
に
対
し
、
レ
ー
テ
構
想

に
お
い
て
は
労
働
組
織
そ
の
も
の
に
下
か
ら
の
意
識
化
の
場
が
見

出
さ
れ
た
こ
と
、
こ
こ
に
こ
そ
彼
の
構
想
の
基
本
的
な
変
化
を
見

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
隈
り
に
お
い
て
、
彼
の
レ
ー

テ
思
想
は
デ
ィ
r
ツ
ゲ
ン
の
社
会
主
義
観
と
の
共
通
性
を
示
す
こ

と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
は
労
働
の
共
同
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

の
意
識
化
と
し
て
社
会
主
義
を
構
想
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
に
対
す
る
彼

の
自
覚
的
な
方
法
的
関
係
は
、
思
惟
理
論
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
か
ら
把
握
し
た
意
識
の
理
論
は
、
レ
ー
テ

共
産
主
義
者
と
な
っ
た
彼
に
お
い
て
も
な
お
原
理
的
な
意
味
を
も

ち
続
け
た
。
西
欧
革
命
の
困
難
さ
の
原
因
を
ブ
ル
ジ
目
ア
文
化
の

「
伝
統
」
の
根
強
さ
の
う
ち
に
見
た
彼
は
、
そ
こ
か
ら
、
い
か
に

「
遠
や
か
に
権
カ
を
獲
得
す
る
」
か
で
は
な
く
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ

ー
ト
の
う
ち
に
階
級
の
持
続
的
権
カ
の
基
礎
を
い
か
し
て
形
成
す

＾
”
）

る
か
」
と
い
う
意
味
で
、
意
識
形
成
の
問
趣
を
あ
ら
た
め
て
提
起

し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
峯
嘗
『
辻
岬
匡
伽
o
巨
o
↓
す
o
o
ユ
9
φ
一
與
．
O
二
ω
．
N
N
ω
．

（
2
）
　
b
㌣
§
芝
“
ξ
“
雨
ミ
b
§
ミ
s
竈
畠
一
典
．
胆
一
〇
j
ω
1
－
ω
1
～
9

（
3
）
畠
o
邑
P
ω
．
轟
l
N
ω
二
。
。
－
o
u
二
塞
1
ε
㎞
．

（
4
）
　
雪
鶴
器
自
凹
斤
広
o
ε
胆
－
芭
－
o
l
一
ω
一
㎞
ξ
1
㎞
企
N
一

（
5
）
　
U
雪
－
昌
潟
ユ
豊
眈
昌
冨
冒
o
o
ポ
＞
o
掃
芋
雪
箒
蜆
軍
〇
一
g
甲

　
ユ
算
m
（
－
o
－
α
）
一
ぎ
一
〇
泰
鉋
ミ
“
餉
ミ
ぎ
曽
ミ
ミ
＆
『
s
ミ
導
一
凹
．
凹
一
〇
一
一
ω
一

　
〇
十
（
6
）
罵
胃
多
豪
9
o
掌
8
・
一
9
P
凹
1
0
二
ω
．
讐
H
l
S
ド

（
7
）
　
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
前
掲
山
本
秀
行
「
ア
ン
ト
ン
・
パ
ネ
ク

　
ー
ク
と
力
ー
ル
・
カ
ウ
ツ
キ
ー
」
参
照
。

（
8
）
冒
彗
。
q
雪
蜆
ミ
害
ぎ
芭
－
顯
1
o
二
㎝
．
ま
1
企
N
－

（
9
）
黒
、
夢
、
昏
…
二
尿
皇
（
一
婁
）
二
目
…
§
婁
§
§
泰

　
ω
1
8
一

（
1
0
）
　
b
亭
§
迂
“
竃
“
軸
s
b
§
ミ
ミ
亀
s
一
顯
一
凹
．
O
二
ω
一
一
N
1

（
1
1
）
　
■
σ
o
目
o
苧
ω
－
o
o
α
ー
ミ
ー
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（
1
2
）
　
U
胃
巨
黒
o
ユ
岨
o
＝
o
竃
9
血
＝
嘗
＝
蜆
∋
一
轟
一
串
　
凹
・
O
・
一
ω
・
企
9

（
1
3
）
　
ω
o
・
邑
号
目
o
ζ
き
o
冒
o
宍
o
冒
昌
・
ま
目
一
易
（
；
筍
）
・
一
■
・

　
乏
軸
宮
－
葛
ミ
§
§
ミ
富
讐
曽
－
凹
．
O
二
ω
1
①
阜
1
①
α
・

（
1
4
）
　
冒
霊
器
目
曽
斥
匡
o
P
P
閏
．
O
二
ω
・
い
ω
o
・

（
b
）
　
レ
ー
テ
共
産
主
義
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
は
彼
の
運
動
史
的
側

　
面
に
は
金
く
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
点
は
、
舳
o
o
ぎ
彰
ミ
“
ぎ
．

　
ミ
｝
§
富
“
凹
．
凹
1
0
二
＜
一
＜
自
ご
巾
9
胃
く
o
自
O
曾
冨
①
～
吋
ミ
ニ
客
ミ
ミ
雨

　
ざ
軋
ミ
　
≧
O
§
§
冨
ミ
薯
ミ
ミ
｝
O
§
　
N
．
＞
＝
由
二
　
団
胃
－
1
伐
O
自
宇
ω
串
α

　
○
邑
鶉
冨
『
o
口
G
ぎ
一
〇
。
。
宍
岩
一
一
Φ
一
。
等
に
詳
し
い
竈

（
1
6
）
　
ω
o
N
邑
ま
昌
o
量
幕
一
串
與
・
O
・
一
ω
・
S
－
ご
一

（
〃
）
　
旦
〕
昌
o
p
ω
‘
a
・

（
1
8
）
　
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
社
会
主
義
観
に
レ
ー
テ
恩
想
の
萌
芽
を
見
る

　
も
の
と
し
て
、
峯
薫
ユ
O
α
0
9
冨
O
ブ
巴
O
戸
、
ミ
ざ
§
冊
ミ
ミ
汁
§
§
ミ
ミ
軋

　
カ
ミ
雨
き
§
睾
§
ミ
“
田
o
ユ
．
一
〇
〇
〇
〇
一
ω
一
f
　
葭
o
；
昌
鼻
　
o
．
雪
曽
顯
蜆
グ

　
髪
o
麦
o
『
叶
二
冒
二
〇
器
冨
冒
o
冨
。
・
昌
i
b
婁
ミ
§
ミ
§
・
ぎ
§
・
亭

　
§
守
§
宍
o
き
ミ
雨
辻
ミ
s
～
亀
ミ
軋
雨
ミ
い
o
ミ
さ
§
一
〇
胃
昌
m
冨
津
目
・

　
z
ε
色
＆
H
ミ
い
一
ω
．
轟
ω
一
轟
o
。
．
参
照
。

（
”
）
　
婁
色
言
o
く
o
巨
匡
o
目
（
岩
N
0
）
一
串
嘗
・
O
二
ω
・
H
室
・

三
　
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
と
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義

　
バ
ン
ネ
ク
ッ
ク
に
お
い
て
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
の
哲
学
は
、
階
級
の

意
識
化
の
課
題
を
提
起
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
革
命
的
行
動
の
時

代
に
お
け
る
実
践
の
理
論
と
し
て
把
握
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
第
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
冒
ナ
ル
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主

義
の
「
宿
命
論
」
と
「
修
正
主
義
」
へ
の
両
極
分
解
に
対
す
る
批

＾
1
〕

判
を
含
む
彼
の
問
題
把
握
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
西
欧
マ
ル
ク

ス
主
義
者
の
そ
れ
と
の
共
通
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ぱ

ル
カ
ー
チ
も
、
み
ず
か
ら
の
時
代
を
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

階
級
意
識
」
の
い
か
ん
に
人
類
の
運
命
が
か
か
っ
て
い
る
時
代
と

＾
2
）

捉
え
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
実
践
概
念
の
再
建
を
と
お
し
て
両
極
分

解
の
克
服
に
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
問
題
意
識
に
お
け
る
一
定
の

共
通
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
間
に
は
方
法
的
に
大
き
な
隔

た
り
も
存
在
す
る
。
以
下
で
は
ル
カ
ー
チ
を
印
心
に
、
西
欧
マ
ル

ク
ス
主
義
と
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
と
の
対
比
的
検
討
を
試
み
る
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト

の
意
識
化
の
阻
害
要
因
を
、
意
識
の
伝
統
化
と
い
う
点
に
認
識
論

的
に
把
握
し
た
。
そ
し
て
彼
は
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
意
識
の
観
念

的
存
立
構
造
を
理
解
す
る
上
で
、
意
識
の
現
実
性
に
関
す
る
デ
ィ

ー
ツ
ゲ
ン
の
見
解
の
意
義
を
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、

彼
が
「
伝
統
」
概
念
に
よ
っ
て
把
握
し
た
非
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
意

識
、
と
り
わ
け
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
意
識
形
態
は
、
た
し
か
に
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
「
真
の
」
利
害
に
照
ら
し
て
見
る
な
ら
ぱ
「
過

去
」
的
な
も
の
と
把
握
さ
れ
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
、
ブ
ル
ジ
目
ア
社
会
の
固
有
の
意
識

構
造
に
属
す
る
限
り
で
は
、
恩
惟
の
み
に
よ
っ
て
は
揚
棄
し
え
な

い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
、
意
識
の
「
現
実
性
」
の

真
の
問
題
は
、
ブ
ル
ジ
目
ア
社
会
の
物
質
的
諸
関
係
そ
の
も
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

「
そ
う
し
た
意
識
諸
形
態
な
し
に
は
現
実
に
存
立
し
え
な
い
」
と

い
う
形
で
、
意
識
が
現
実
の
構
成
要
素
を
な
す
点
に
あ
る
。

　
ル
カ
ー
チ
は
意
識
化
を
妨
げ
る
認
識
論
的
要
因
を
、
ブ
ル
ジ
ョ

ァ
社
会
に
お
け
る
物
化
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
識
に
濠
透
す

　
　
　
　
　
＾
4
〕

る
こ
と
に
見
た
。
そ
こ
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
識
の
直

接
的
形
態
は
、
純
然
た
る
観
念
的
存
立
と
し
て
で
は
な
く
、
杜
会

構
造
の
固
有
の
構
成
要
素
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
そ
し
て
単
に
意

識
内
在
的
に
は
克
服
し
え
な
い
物
化
の
中
に
あ
り
な
が
ら
な
お
そ

れ
を
超
え
て
い
く
道
を
、
彼
は
、
直
接
態
を
総
体
性
に
関
係
づ
け
、

究
極
目
標
と
直
接
的
現
実
の
媒
介
を
「
戦
術
」
と
し
て
特
殊
化
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

こ
う
し
て
思
惟
的
克
服
が
同
時
に
実
践
的
変
革
と
な
る
こ
と
に
求

め
た
。
彼
の
こ
う
し
た
見
解
は
両
極
分
解
に
対
す
る
方
法
論
的
批

判
に
基
づ
い
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、
科
学
と
倫
理
、
運
動
と
究

極
目
標
の
分
離
把
握
の
方
法
的
根
拠
は
カ
ン
ト
哲
学
に
理
論
的
に

　
　
　
　
　
＾
5
〕

表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
根
本
的
に
は
思
惟
と
存
在
の
二
元
性

の
間
題
で
あ
り
、
カ
ン
ト
は
こ
れ
を
現
象
と
物
自
体
の
二
元
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

移
し
か
え
、
固
定
化
し
た
の
で
あ
る
。
思
惟
と
存
在
の
二
元
性
は
、

ル
カ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
主
体
と
客
体
の
二
元
性
の
「
特
殊
事
例
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ア
〕

と
し
て
、
主
客
の
根
源
的
同
一
性
か
ら
把
握
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
の
み
、
総
体
性
が
方
法
的
に
把
握
可
能
に
な
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
一
方
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
は
（
そ
し
て
デ
ィ
ー
ツ
ゲ
ン
も
）
、
第
一
節

で
見
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
倫
理
学
に
対
す
る
批
判
に
お
い
て
「
物

自
体
」
の
概
念
を
単
な
る
空
虚
な
概
念
と
し
て
抹
殺
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
二
元
論
を
克
服
せ
ん
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
自
体

を
除
去
し
て
み
て
も
思
惟
と
存
在
の
二
元
性
は
依
然
と
し
て
存
続

す
る
。
そ
も
そ
も
カ
ン
ト
に
お
い
て
物
白
体
と
は
理
論
に
お
け
る

総
体
性
把
握
の
断
念
の
対
応
物
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
断
念
の
表

現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
理
論
そ
の
も
の
の
構
造
が
変
わ

ら
な
い
限
り
、
総
体
性
把
握
も
ま
た
成
立
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

パ
ン
ネ
ク
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
実
践
は
、
ブ
ル
ジ
目
ア
社
会
を
超

え
、
世
界
を
変
革
し
、
歴
史
を
作
る
革
命
的
行
動
と
し
て
提
起
さ

れ
、
そ
こ
に
は
た
し
か
に
行
動
の
意
味
の
転
化
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
実
践
を
媒
介
す
べ
き
階
級
利
害
の
意
識
化
は
、
総
体
性

把
握
と
は
異
質
の
、
感
性
的
所
与
に
お
け
る
抽
象
的
普
遍
の
把
握

に
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
革
命
的
実
践
も
、
こ
の
よ
う
な
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利
害
の
普
遍
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
行
動

一
般
と
異
な
る
構
造
を
も
ち
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
に
お
い
て
、
実
践
を
支
え
る
意
識
化
が
現
実
へ

の
「
適
合
」
と
し
て
の
、
階
級
利
害
の
認
識
と
規
定
さ
れ
る
時
、

適
合
さ
れ
る
べ
き
「
真
の
」
現
実
は
労
働
者
階
級
の
、
「
科
学
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

よ
っ
て
の
み
認
識
可
能
な
、
深
い
、
永
続
的
な
、
普
遍
的
利
害
」

で
あ
る
と
さ
れ
、
個
別
的
な
も
の
は
普
遍
的
な
も
の
に
従
属
し
、

克
服
さ
れ
る
ぺ
き
も
の
と
な
る
。
個
別
的
利
害
は
、
同
質
的
に
、

普
遍
的
利
害
に
つ
な
が
り
、
直
接
性
の
意
識
内
在
的
克
服
を
と
お

し
て
す
べ
て
が
革
命
的
な
階
級
利
審
に
還
流
す
べ
き
も
の
と
つ
か

ま
れ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
こ
で
は
個
別
的
利
害
と
普
遍
的
階
級
利

害
、
さ
ら
に
人
間
的
欲
求
等
の
存
立
の
位
相
が
構
造
的
に
関
係
づ

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
意
識
化
の
漸
進
的
連
続
的
把
握
と

同
様
に
、
運
動
の
発
展
も
、
同
種
の
連
続
性
に
お
い
て
把
握
さ
れ

る
。
杜
会
主
義
に
至
る
革
命
過
程
に
お
い
て
、
運
動
の
直
接
的
目

標
と
究
極
目
標
と
は
「
対
立
せ
ず
」
、
権
カ
の
不
断
の
増
大
と
い
う

目
標
の
う
ち
に
「
究
極
目
標
は
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
」
、
と
彼

　
　
＾
9
）

は
言
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
直
接
態
と
普
遍
性
と
の
量
的
な
、

連
続
性
に
お
け
る
把
握
は
、
両
極
性
そ
れ
自
体
の
解
消
を
指
向
す

る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
特
定
の
形
態
に
無
媒
介
に
革
命
的
意

味
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
。
そ
の
直
接
的
形
態
に
お

い
て
ブ
ル
ジ
冒
ア
社
会
と
絶
対
的
に
対
立
す
る
、
大
衆
自
身
の
自

発
的
行
動
の
出
現
に
－
－
萌
芽
的
で
は
あ
れ
1
階
級
的
自
覚
の

画
期
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
哲
学
の
復
興
を
掲
げ
た
コ
ル
シ
ニ
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
を
哲
学
的
に
「
補
完
」
す
る
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
ら
の

試
み
に
対
し
、
彼
ら
が
社
会
主
義
の
哲
学
的
側
面
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
評
価
し
つ
つ
も
、
そ
こ
で
は
マ
ル
ク
ス
理
論
そ
れ
自
体
は

「
哲
学
的
内
容
を
欠
く
も
の
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
、
と
批
判
し

＾
m
）た
。
だ
が
、
む
し
ろ
問
題
は
、
同
じ
く
哲
学
と
い
っ
て
も
、
コ
ル

シ
ュ
や
ル
カ
ー
チ
に
と
っ
て
の
哲
学
と
バ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
に
と
っ
て

の
そ
れ
と
で
は
、
そ
の
意
味
が
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
と
っ
て
哲
学
は
理
論
と
実
践

を
媒
介
す
る
総
体
的
構
想
で
あ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
バ
ン
ネ
ク
ツ
ク

に
と
っ
て
哲
学
と
は
、
一
つ
の
部
分
領
域
と
解
さ
れ
た
意
識
に
関

す
る
理
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
思
惟
の
機
能
を
解
明
す
る
科
学
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

あ
り
、
「
自
然
科
学
と
し
て
の
人
間
精
神
の
科
挙
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
哲
学
観
の
墓
礎
に
あ
る
の
は
、
意
識
と
存
在
の
固
定

的
対
置
の
枠
組
で
あ
る
。
意
識
と
存
在
の
関
係
を
、
意
識
が
経
済

的
諸
関
係
に
よ
っ
て
直
接
規
定
さ
れ
る
因
果
関
係
と
し
て
把
握
し
、
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意
識
の
固
有
の
機
能
を
、
「
い
か
に
」
そ
れ
が
規
定
さ
れ
る
か
に

見
る
彼
の
見
解
に
、
そ
う
し
た
枠
組
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
「
伝
統
」
概
念
を
と
お
し
て
、
意
識
形
態
の

現
実
的
機
能
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
。
だ
が
、
そ
の
場
合
も
、

意
識
と
存
在
の
対
置
の
枠
は
崩
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
伝
統
の
意

識
内
在
的
克
服
が
指
向
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ
て
ブ
ル
ジ

目
ア
杜
会
の
諸
形
態
に
足
が
か
り
を
も
ち
え
な
く
な
る
結
果
を
生

じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
術
の
変
化
を
現
実
の
変
化
に
よ
っ
て

基
礎
づ
け
る
彼
の
見
解
も
、
カ
ウ
ツ
キ
ー
批
判
に
お
け
る
「
伝
統
」

イ
デ
才
ロ
ギ
ー
論
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
意
識
と
存
在
、
戦
術
と

現
実
を
き
わ
め
て
直
接
的
に
対
置
、
対
応
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
戦
術
変
化
の
無
媒
介
性
を
帰
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
見
て
く
る
と
、
意
識
と
行
動
を
掲
げ
て
自
然
主
義
的
マ
ル

ク
ス
主
義
観
の
克
服
を
企
図
し
た
パ
ン
ネ
ク
ッ
ク
の
見
解
そ
れ
自

身
、
本
質
的
に
は
そ
う
し
た
自
然
主
義
的
見
解
の
基
礎
を
離
れ
て

い
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
ニ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

マ
ル
ク
ス
主
義
が
、
方
法
的
に
、
究
極
目
標
と
運
動
、
世
界
史
的

意
味
と
事
実
状
況
の
両
極
分
解
の
う
ち
に
あ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
そ

れ
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
パ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
も
ま
た
、
こ
う
し
た
両

極
の
現
実
的
媒
介
へ
の
視
点
を
も
ち
え
な
か
っ
た
隈
り
、
そ
の
枠

を
ぬ
け
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
方
法
的
対
比
に
お
い
て
見
る
時
、
デ

ィ
ー
ツ
ゲ
ン
哲
学
に
基
づ
く
パ
ン
ネ
ク
ヅ
ク
の
意
識
の
理
論
は
、

そ
の
主
観
主
義
的
性
格
を
明
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ

れ
が
彼
の
意
識
観
か
ら
の
理
論
的
帰
結
で
あ
る
こ
と
も
た
し
か
で

．
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
単
な
る
理
論
的
帰
結
と
の
み

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
の
意
識
の
理
論
は
、
意
識
化
を
階
級

の
諸
個
人
に
即
し
て
追
求
す
る
方
法
的
選
択
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

そ
の
隈
り
で
は
、
総
体
性
に
基
づ
く
媒
介
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が

藷
個
人
の
う
ち
で
把
握
さ
れ
、
担
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ぱ
、
彼
に

と
っ
て
は
意
味
を
も
ち
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
経
験
的

な
道
を
固
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
彼
は
下
か
ら
の
意
識
化

の
可
能
性
を
追
求
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
理
論
が
提
起
し
た

問
題
も
こ
の
点
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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